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要　約
日本の教育に影響を与えてきたドイツの小学校の現状は，今日まで度々取り上げられてきたが，
その殆どがトピック的に数回の授業実践報告が主であった。この度，子ども達をドイツの小学校
に入学させる機会を得た。それは単に教育者の立場を超えて保護者として得られた情報は貴重で
ある。特にドイツの小学校における音楽活動の実践は，音楽教育研究に一石を投じ，音楽活動の
可能性を示唆している。ドイツの教育システムとその現状，デュッセルドルフの小学校体験とカ
リキュラム，そこにおける音楽活動を基に日本の小学校教育について考察する。ドイツの音楽科
では「思考力及び判断力，表現力」が重視され，児童自身が主体的に音楽活動に取り組む態度が
重視されていることがわかる。また社会生活や人間形成に必要な視野で思考し，議論によって導
き出され，個性を大切にした学習の主体性と総体性が要求されている。この研究が単なる体験報
告に終わらず，音楽教育の再考あるいは検討へと研究を発展させることが大切である。
はじめに
1879年（明治12年），伊沢修二と目賀田種太郎らの立案により，当時の文部省に設置された音
楽教育研究のための機関であった音楽取調掛は，アメリカ人音楽教育家 L.W. メーソンを招聘し
て，唱歌教育および教員養成を行い，「小学唱歌集」を編纂した。メーソンの後任として海軍軍
楽隊教師として1879年より来日していたプロイセン（ドイツ）の F. エッカート（1）が指導を行う
こととなった。そのことから日本の音楽教育に大きな影響を与えたのはアメリカ合衆国とドイツ
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であることがわかる。殊にドイツ人エッカートは国歌「君が代」の成立にも深く関わり，日本の
音楽の土台を作ったといっても過言ではない。そのドイツの音楽教育の現状は，数少ない日本語
の書籍でしか日本に紹介されてこなかった。
予てよりドイツの小学校の音楽教育の現状を知りたいと思っていたが，2013年 9 月の冬学期か
ら 3 人の子供たちをドイツ・デュッセルドルフ市のマックス・ハルベ小学校（GGS Max-Halbe-
Str.）に入学させる機会を得た。ドイツの教育システムは，日本と違って全国で画一的なカリキュ
ラムではなく，州ごとに違った特色ある形態を取っており，日本で紹介されてきたドイツの教育
の報告は，ベルリンやミュンヘン（バイエルン州），ハンブルク，フランクフルト（ヘッセン州）
など日本でもよく知られた大都市中心の実践報告が主であったが，この度の調査は，ドイツの中
西部ノルトライン・ヴェストファーレン州の小学校であり，日本人が一番多く住む地域ではある
が，教育の報告はあまり日本で紹介されてこなかったように感じる地域である。
この論文では，ノルトライン・ヴェストファーレン州の州都であるデュッセルドルフの公立小
学校への子どもの入学体験を基にドイツの小学校の現状を考察する。特に音楽活動を中心とする
観点から，ドイツの小学校音楽科教育から日本の音楽教育への可能性と意義を考えていきたい。
確かに数あるドイツの小学校の中の一小学校の実践報告に過ぎないかもしれない。しかし約半年
間，子供達を現地の小学校に通わせることによって得られた情報は，単に音楽教育者としての立
場を超えて，保護者としての立場で得られた情報と経験は，今までのトピック的に数回の授業見
学に焦点を当てた他著書や報告とは別の観点から見ても貴重だと思われる。
最初にドイツの教育システムとその現状，次にデュッセルドルフの小学校体験とカリキュラム，
その小学校における音楽活動を基に日本の小学校教育について考察する。これらのドイツの小学
校教育と音楽活動の報告から日本の教育について検討することが，新しい授業の可能性やヒント
となり，さらに小学校音楽教育の研究に発展して機能していくことを今後の課題としていきたい。
1．ドイツの教育の特色
ヨーロッパ中部を占めるドイツ連保共和国は，16の連邦州から成り，各州には州政府があり，
教育，財政，法律などに関して大幅な自治権が認められている。各州の教育委員会は，教育計画
（Bildungsplan, Lehrplan, Rahmenplan）（2）と呼ばれ，日本の学習指導要領にあたるものを作成し，
州によって異なった内容になっている。州において教育に対する権限が最も顕著に表れているの
が，学校休暇である。
学校システムは，州によって若干の違いがあるが，これはドイツ全土で統一的な学校制度（資
料 1 ）になっている。概観として全ての児童は，6 歳で小学校（Grundschule）に入学し，4 年
間通った後，大学進学を目指す 9 年制のギムナジウム（Gymnasium）や 6 年制の実業学校
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（Realschule），進学しない児童のための 5 年制である本課程学校（Hauptschule）などがある。
なおギムナジウムは，選択言語によって 3 つのタイプに分けられる。① . ラテン語・ギリシャ語・
1 現代外国語を選択する古典語系ギムナジウム，② . ラテン語・2 現代外国語を選択する現代語
系ギムナジウム，③ . 数学・自然科学系ギムナジウム（理系）は，2 現代外国語・ラテン語（選択）
のカリキュラムで何れも言語が重要視されている。また約 3 割の生徒がギムナジウムに進学する
ことからドイツの大学進学率は，日本に比べると低いことがわかる。
ギムナジウム上級 3 学年の19歳の卒業時にアビトゥーア（Abitur）と呼ばれる大学入学資格試
験が行われる。このアビトゥーアは，筆記試験 3 教科以上，口頭試験 1 教科以上が必修となって
おり，特筆すべきは「音楽」の口頭試験が選択教科として課せられ，音楽大学進学者以外も「音
楽」を選択できるので，教科音楽は大切な教科として扱われ，小学校から大学入学前まで「音楽」
の授業がある。
（資料 1 ）ドイツの学校システム
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2．ドイツの小学校と入学編入申し込み
ドイツは，小学校（Grundschule）から義務教育（10年間または 9 年間）になり，授業は日本
と同じように無料である。基本的には，その年の 6 月30日までに満 6 歳になった子供が新 1 年生
の対象になる。将来どのコースを選択するかに関係なく，小学校は 4 年間同じ学校に通う。ドイ
ツの教育制度は，前述した図のようになっていて，大学，就職まで13年間または12年間要する。
ドイツの小学校は，基礎教育に力を入れており，10歳（小学 5 年生）で将来の進路を決めなけれ
ばならない。なお児童の出欠については管理が厳しく，新学期に校長から各家庭に出欠や休暇に
関する規則が配布される。これは問題を抱える家庭や外国人，不登校児の多いことが影響してい
ると考えられる。
2 月までには，入学対象者に市の学校管理局から通学可能校（公立，教会系）の所在地と申し
込み日時の案内が送られて来て，申し込みを希望校で行う。その際，児童同伴で校長の面接を受
け決定する。12月31日までに 6 歳になる子供も入学を許可され，飛び級，落第は親との話し合い
で普通に行われる。新入学以外は，直接学校に申し込む。なお教会系などの私学は，親の収入に
よって僅かの学費がかかる。
9 月始業の 1 日前に近所の小学校に編入学の申し込みに行った。直接，校長と面接でき，3 人
の娘をドイツ語力の問題で各々 1 年ずつ落第させて 1 年生，3 年生，4 年生に入学させた。日本
の小学校に書いてもらった英語の在学証明書と住民登録済証，パスポートを提示し，申し込み用
紙に記入した。日本と大きく違う点は，宗教と母国語について申告する欄があり，強制ではない
が宗教（キリスト教）教育を小学校で行い，また母国語申告は，外国人が多い現状が伺える。ビ
ザと健康保険は後日提出した。なおドイツの小学校は午前中のみであるが，全日学校（OGS，学
童保育）は空きが無い状態であった。
校長は39歳の女性（Manuela Haverkamp）で，新任で音楽が専科であった。この小学校は，1
年生から 3 年生まで各 2 クラス，4 年生のみ 1 クラスで，約150人規模の小学校である。1 クラス
25名が最大で児童の約半数は外国人系で，トルコ人が目立っていた。デュッセルドルフの 2 割弱
が外国人であることを考慮しても多い感じで，ドイツ人の多くはキリスト教系の小学校に通わせ
る傾向が強いことがわかる。
3．始業と入学式
新 1 年生の入学式の 1 日前から他の学年の児童は始業する。全校児童で集まって始業式を行う
こともなく，最初の日は，夏休み明けで新学年に向けての担任の話と，夏休みにやった作品提出，
入学式に向けての在校生の歌や劇の出し物の練習を行い，担任裁量で授業が運営される。その日
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は，通常の 8 時15分始業で 4 時限の11時45分で学校は終わりであった。なおドイツの小学校では
担任は持ち上がりが普通で，クラス替えもなく，同じ教室を使う。
ドイツでは「学校は，人生の厳しさの始まりである」と言われており，幼稚園から小学校への
入学は，大切な行事の 1 つになっている。入学式の日に親から入学祝いの背丈程ある円錐形の紙
筒（写真 1 ）をもらい，中にはたくさんのお菓子が入っており，祖父母も含めた家族でお祝いし，
記念写真を残す。
子供が通う小学校では，この日は 9 時30分から近くのカトリック教会で超教派の 2 つの小学校
による合同礼拝が行われ，牧師と神父から説教を聞き，校長のお話と紹介，子供達による劇が行
われた。在校生も祝いに参加し，子供と家族で教会堂は満員であった。もちろん教会への出席は
自由で，1 時間後に小学校へ移動し，集会室で在校生を含めたお祝いの集会が催された。
校長から子供の名前を呼び上げられ，担任・教職員の紹介，学校や通学の注意，在校生から歓
迎の出し物（劇）はあったが，来賓の挨拶など形式的な式辞は無く，校歌は存在せず，国歌を歌
う場面は無かった。その後は，担任の裁量で各クラスに分かれて話を聞く時間があり，準備する
学用品リストが渡され，ドイツ型ランドセル（Ranzen 写真 2 ）に入れて通学する。教科書は算
数の教科書とワークブックのみ各自で買い揃え，他の教科は上級生からのお下がりを大切に使い
回ししている。
（写真 1 ）入学祝の菓子筒　　　　　　（写真 2 ）ドイツ型ランドセル
4．カリキュラムと時間割
午前 8 時に校舎の入口が開けられ，8 時15分から 1 時限目が始まる。朝会や職員会は無く，い
きなり授業が始まる。担任手作りの時間割（Stundenplan 資料 2 ）が渡される。1 時限と 2 時限
は休みなしで，2 時限と 3 時限の間に校庭で遊ぶ休憩20分間とおやつ休憩が10分間入る。このお
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やつ休憩は，食事時間で写真（資料 3 ）のような弁当を持参することを推奨している。3 時限と
4 時限が休みなしで行われ，4 時限目と 5 時限目の間に再び15分間の運動場で遊ぶ休憩が15分間
ある。この運動場休憩は，雨の日も教室の鍵を閉めて，全員外で遊ばせる。学年によっても異な
るが，最大で 6 時限設定され，終業は13時30分で帰りの会や掃除が無く，授業で終わる。学校が
午前中で終わるため日本に比べて宿題が多いように感じる。就業後，帰宅する子供と，午後から
の同じ校舎の別の教室を使って行われる学童保育に行く子供に分かれる。学童保育は月50ユーロ
の給食費を払い，別の教員が付き添い，学習，運動，遊びなどを行う。
（資料 2 ）4 年生の時間割
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（資料 3 ）間食休憩
各学年における教科と時間数の関係は以下の表（資料 4 ）が基本となるが，州によって，また
学校によって違い，日本の大学の授業のようにある程度の自由が認められている。教員は各々専
門教科を持っており，音楽，体育，英語，算数に関して，専門教科の教員が授業を受け持つ。ま
た毎週 2 時間 4 年生はアイススケート，3 年生は水泳の授業が半期，校外の公共施設で行われ，
児童達は学校がチャーターしたバスで送迎され体育専科の教員が中心に指導を行う。
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（資料 4 ）教科毎の週時間数
宗教（Gottesdienst / Religion）の時間があり，希望しない家庭の子供は，クラス討論（Siefert）
など別の授業を受ける。音楽とは別に歌いながら手振り身振りで過ごす歌の休憩（Singpause）
がある。4 年生では幾何学（Geometrie），3 年生では図工（Kunst）が行われる。語学教育に力
を入れていることがわかる。各教科の授業の特色は以下の通りである。
音楽は，音楽室や教科書は無く，集会室で歌や打楽器を使った器楽が行われる（写真 3 ）。
体育は，体育館で各自が用意したスポーツウェアーで，専科の教員が担当する。
英語は，専科の教員が用意した教材で，会話を中心に行われる。
算数は，専科の教員が用意した教科書とワークブックで行われる。
国語は，担任が読み書き聴き取りを中心に，学校で用意してある教科書で行われる。
社会は，担任が教材を用意し，それを基に行われる。社会科見学，博物館見学も行われる。
その他，学校設備に関しては，図書室は無く，教室の後方に本（写真 4 ）が置いてあり，児童
達は自由に借りられるようになっている。気候の影響もあるが，校庭は，アスファルトで体育は
行われず専ら休憩時間で使われる。朝会や帰りの会は無く，授業で始まり授業で終わる。従って
教員は，自分の担当の時間になったら勤務し，担当が終わったら帰るという日本の大学教員のよ
うな勤務形態を取っている。給食と掃除の時間はなく，給食や掃除の時の放送や BGM のような
音楽もなく，放送は，基本的に緊急時だけ使う。チャイムは必要最低限の音「カーン」だけであ
る。ピアノやオルガンはないが音楽のときの打楽器は準備がある。個人の机ではなく 2 人掛け用
の机で引き出しはないが後ろのロッカーに私物を置く。洋服掛けが教室の入口に全員分ある。ト
イレと教室が鍵で管理されている。
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（写真 3 ）音楽授業　　　　　　　　　　　（写真 4 ）図書スペース
1 年生は秋休みまで 4 時間授業で，それ以降は12時45分終業の 5 時限までの授業が週 3 日ある。
学習指導要領のような固定された指導内容は無く，その学年でやるべき内容と到達目標のみが示
されている程度である。担任は，国語と社会を中心に，児童達の状況に合わせて授業を行うこと
になる。なお理科という科目はなく，小学校後の過程で必要な学校で行われる。
5．年間行事予定と誕生会
ドイツの小学校は，2 学期制である。夏休みが終わって，翌年の春の復活祭までの 1 学期と，
復活祭から夏休みまでの 2 学期がある。長期休暇は，夏休み，冬休み（クリスマス），春休み（復
活祭）の他に，1 学期の秋休みは，10月の約2週間と，2 学期の聖霊降臨祭休み 6 月の約 1 週間が
ある。全校で一斉に行う行事が殆どないことに気づく。サーカス体験などの社会科見学，交通安
全（自転車）教室，遠足，クリスマス祝会，カーニバル祝会，サッカー大会（写真 5 ～ 8 ）はク
ラス単位で行われる。日本の運動会，学芸会，健康診断，修学旅行，家庭訪問，始業式，終業式
はない。
（写真 5 ）サーカス体験　　　　　　　　　 （写真 6 ）クリスマス会
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（写真 7 ）カーニバル　　　　　　　　　（写真 8 ）サッカー大会
ドイツの学校は，保護者との繋がりを大切にしている。特に父親の役割は大きく，学校と関わ
り，担任と連絡を密にする傾向にある。保護者会は，19時から催される。校長・担任紹介，クラ
ス役員選挙，クラス運営，授業内容，行事，その他の項目で担任から説明が行われた。学校会議
も19時から開催され保護者を中心に出席する。基金を募って学校設備を充実させる会議で，その
基金は，学校運営とは別組織で行われる。授業参観，家庭訪問は無いが，授業見学はいつでもで
きる。保護者面談は，子供の将来を決める上でも重要である。授業が終わった午後から，担任の
裁量で各々指定され15分ずつ面談を行った。
ドイツの社会では誕生会が重要な役割を担っている，大人も誕生日になると誕生日を迎える本
人がケーキを焼いて，友人や同僚を招いてパーテイーを開く。子供の間では誕生日がその年最大
の個人のイベントで，小学校では誕生日の子供がお菓子を持って行って友達に配り，家に何人か
の友達を招待して誕生会を開くのが一般的である。子供を招待することで小学校が終わってから
遊ぶことができる友達ができ，親同士がコンタクトを取るようになる可能性もあり，ドイツ人の
子供の間でも誕生日は新しい友達作りのチャンスだと考えられている。
私の子供も誕生日の休憩の時間に「ニッポン」という米菓子と折り紙をクラス全員に配り，ド
イツ人の子供達が興味を示していた。また最近では友達と一緒に遊園地や映画館に出かけるとい
う祝い方も増えている。子供も近くの室内遊技場に家族で招待され，誕生日を迎える子供の親戚
も交えてケーキや食べ物を持ち寄り祝った。誕生会の招待状はなるべく早く出して出欠の返事を
もらい，休日に誕生日が重なった場合は，誕生日が終わった最初の登校日にプレゼントを配るの
が普通である。
6．日本語補習校
現地の学校に通う日本人の子供は，日本語補習校に通うのが一般的である。このデュッセルド
ルフ日本語補習校は，毎週土曜日の14時から17時30分まで，日本人学校の校舎を使って授業が行
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われる。国語を中心に 4 時限あり，日本の教科書と教材を使って中学校までの過程で行われる。
現在，各学年 1 クラスから 2 クラス，1 学級20人までで約150名の児童生徒が通っている。ドイ
ツの学校では行われない運動会，学芸会（学校祭），始業式，終業式，百人一首大会などの行事
が全校で行われる。
7．音楽活動と音楽授業
日本の儀式的な入学式とは違って，ドイツの入学式は，「入学のための親と児童の集い」とい
う雰囲気で，在校生の各クラスが新入生に対して学校をテーマにした短い劇やクラス合唱（斉唱）
を行う。校長のギター伴奏に譜例（楽譜 1 ）のようなリズミカルな曲に簡単な振りを付けて発表
した。
（楽譜 1 ）
11月のランタン祭り（St.Martins-Feier，写真 9 ）のために児童達は，手作りのランタンを創
作し，ランタン祭りの前に各教室に展示スペースを設けて保護者が鑑賞できる展示会を行う。そ
れに向けて全学年で同じ歌（楽譜 2 ）を練習し，19時からのランタン祭りの夜に全学年でギター
伴奏によって歌う。その他12月のクリスマスや2月のカーニバル，4 月のイースター（復活祭），
6 月のペンテコステ（聖霊降臨祭）などキリスト教のお祭りに関する行事のための音楽（歌唱）
― 86 ―
ドイツの小学校における音楽活動の現状
活動が中心であることがわかる。
（楽譜 2 ）
毎年 6 月には世界的に有名な音楽ホールであるデュッセルドルフのトーンハレ音楽ホールにお
いて，幾つかの小学校が合同で集まり全校児童参加による音楽鑑賞会（写真10）を行っている。
この年はソプラノ，ヴァイオリン，ピアノ，パーカッションにより児童にも耳慣れた J. シュト
ラウス「ラデツキー行進曲」やリムスキー・コルサコフ「熊蜂の飛行」，地元出身の大作曲家
R. シューマン「交響曲第 3 番ラインより 4 楽章」，ハリーポッターやディズニー映画のテーマソ
ングなど子ども達が楽しめる内容であった。
― 87 ―
紙　屋　信　義
（写真 9 ）ランタン祭り （写真10）音楽鑑賞会
週に 1 回から 2 回，1 時間（45分間）の半分を使って，歌って踊る「歌の休憩」（Singpause）
がクラス毎に催される。簡単な歌を伴奏なし，またはギター伴奏で歌うのみの授業である。図形
楽譜のような視覚的な楽譜（楽譜 3 ）を使って歌いやすくしたものや，各月毎のテーマソング（季
節教材，楽譜 4 ）ではイメージ豊かに思考していく教材が教師から渡され全学年で歌っていく。
楽譜 3 では黄：手拍子，青：足拍子，緑：指鳴らし，赤：膝打ちを行い何度も繰り返しながら歌
い進めていく。この時間は音楽専科の教員が指導にあたることもあり，伴奏なしで発声に重点を
置き，調子笛を使ってピッチを取っていく。ロングトーンのハモリや，和声的な発声で響きを大
切にしてお互いに良く聴き合うことを指導する。始業の教師との挨拶もメロディーを付けて，シュ
タイナー教育のオイリュトミー（Eurythmie）（3）のような方法で指導していく。
（楽譜 3 ）
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（楽譜 4 ）
10月中旬の 4 年生の授業では，校長が音楽の授業（4）を担当し，始業の挨拶ではメロディーを
付けた挨拶で先生と生徒が応唱，答唱を行う。次に指導者のギター伴奏で月の歌（楽譜 5 ）や「歌
の休憩」で歌い慣れている歌を，休むことなく次から次へと歌い連ねていく。指導のポイントと
して，まず高音，中音，低音を感じるように導き，響きを合わせることに集中させる。こうして
感じ取った音の流れに腕を動かし，ステップを付けて身体表現を伴いながら即時反応していく。
音が変わるときも滑らかさを意識し自由に動いていく。まるで遊んでいるように練習を繰り返し
ていく。歌が一通り終わってから，最初スノーマンの音楽を聴いてワークシート（資料 5 ～ 6 ）
を書かせ，もう 1 度聴いてから完成させる。その特徴として使用楽器を書かせ，音楽のメロディー
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と音の強さから感じ取られる印象や雰囲気を書かせことは興味深く，場面を想像しながら音楽の
順番を書かせることは，かなり思考力を要求させる内容となっている。
（楽譜 5 ）
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（資料 5 ）スノーマン
（資料 6 ）ワークシート
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おわりに
ドイツの小学校教育は，日本と違って，かなり教員に采配が任されていることがわかる。大ま
かな「教育プラン」が州ごとにあり，算数と国語は教科書を使用しているが，その他の教科の授
業運営は教師個人の判断に委ねられていた。つまり日本の大学教員のような授業運営と職務形態
からも，その自由さを伺い知ることができる。音楽科においても，日本の小学校学習指導要領の
ように第 1 に「目標」を定め，第 2 に「各学年の目標及び内容」，第 3 に「指導計画の作成と内
容の取扱い」など事細かに定めることなく，教員がやりたいようにやっているようにも見える。
しかし，その分ドイツの教員は，教員の資質が問われているかもしれない。
日本においては学習指導要領に〔共通事項〕があり，「音楽を形づくっている要素のうち，音
楽を特徴付けている要素及び音楽の仕組みを聴き取り，音楽の面白さ，美しさを感じ取ること」「音
楽活動を通して理解すること」を求めてられており，知覚および感受性が重視されている。ドイ
ツの音楽科では「思考力及び判断力，表現力」が重視され，児童自身が主体的に音楽活動に取り
組む態度が重視されていることがわかる。この音楽教育に対する捉え方や考え方の違いは，西洋
音楽を独自の文化として捉え，教会音楽など生活の中ではぐくまれてきたドイツの音楽の歴史と
異なり，明治以降，教養としての音楽教育を確立するためにドイツを始めとした欧米列強から音
楽を取り入れた日本の歴史に因る違いを鮮明に表したものであると考えられる。
ドイツでは，第 4 学年の教科毎に Standard「標準」が示されているが，これは「規範」（Norm）
であり，日本の到達目標とは異なる解釈（5）である。また教育の概念を表す Bildung は，「形成」
を表し，人間形成のための定義で，社会生活や人間形成に必要な視野で思考し，議論によって導
き出され，個性を大切にした学習の主体性と総体性が要求されていることが，今回の小学校の体
験からも理解できる。それはドイツの精神哲学や観念論とも繋がり，歴史的に培って来た啓蒙主
義や合理主義が土台となり，単なる「教育」「躾」Erziehung の範疇を超えて，単に知識獲得や
教養としての教育ではなく，包括的な視野で思考することから導き出される創造性や表現形成力
へと発展させ開拓させる領域へと高めることを意味している。
今後，さらに日本の小学校教育の存在意義を高めるためにも，ここに示したドイツでの小学校
体験は，日本の教育に対して多くの示唆を与えているように思われる。この研究が単なる体験報
告に終わらず，小学校教育の再考あるいは検討事項へと研究を発展させることに大きな意義を見
出すことができる。
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